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Cu 集電体上に x値の異なる SiOx膜について、その構造および電気化学特性を調べている。x値に
よらず結晶性はアモルファスであり、その微細構造は Si と SiO2の混合物ではなく、Si2+と O2-が
連続的にランダムに結合したものに近いことを見出している。また、初回の充放電容量と x 値と






の効果を調べている。異なる x値（x = 0.17, 0.68, 1.02）に対して面積あたりの膨張量を等しくす
るため、可逆容量を揃え、サイクル前後の各電極の状態変化を分析した。その結果、SiO0.17 では
サイクル後に活性相の電気的孤立につながる電極構造の顕著な劣化、すなわち、活物質の割れ、
Cu 基板の破壊、Li-Si 合金の酸化などが観測された。一方で、SiO0.17に比べ 11 倍の不活性相を含









る Si2p スペクトルのピークシフトが x値と相関することから、副反応の程度は不活性相の量と関
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第４章では、高容量かつ可逆性の高い SiOx膜負極について検討している。充電終止電位を Li 金属






 第５章では、Li 補填された SiOx 膜負極（PL-SiOx,  x  = 0.17, 0.68, 1.02）とリチウムニ
ッケル酸化物正極（NCA）を組合せたフルセルの電池性能を調べている。x 値の異なる
SiOx 膜表面に Li 金属を蒸着させることで固相反応によってロスなく Li が吸蔵され、
不可逆容量が解消されることを見出している。また、NCA/PL-SiO1. 02 セルでは 487 サイ
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 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表  
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
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